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１



本県では、令和２年６月に、ＩＣＴやデータの積極的な活用により、行政運営の効率化や県民の利便性の向
上、社会のさまざまな課題を解決していくことを目的として「みえデジタル戦略推進計画」（現行計画）を策
定し、取組を進めてきました。

しかし、現行計画の策定以降、本県や国において、デジタル社会の推進に向けての動きが加速するととも
に、コロナ禍によってデジタル化の遅れが顕在化したことから、これらの課題等に対応し、デジタル社会の
形成を強力に進めていくため、現行計画を全面的に改定します。

また、全面改定にあたり、名称も「みえのデジタル社会の形成に向けた戦略推進計画（仮称）」に変
更します。

○現行計画策定以降の本県の動き
Ｒ２． ６ 「みえデジタル戦略推進計画」策定
Ｒ３． ４ デジタル社会推進局発足

→みんなの想いを実現する「あったかいＤＸ」を推進
R3.   ９ みえDXセンターの設置
Ｒ４． ３ 県民の皆さんが想う未来の三重のありたい姿として、

「三重県 デジタル社会の未来像」を策定
Ｒ４． ９ 強じんな美し国ビジョンみえ（※１）、みえ元気プラン（※２）を策定（予定）

※１ 本県のおおむね１０年先を見据えた県政運営の指針となる長期ビジョン

※２ 長期ビジョンの基本理念の実現に向けて推進する取組内容をまとめた中期の戦略計画

１．計画改定の趣旨

２



〇改定後の計画の位置づけ
・みえ元気プランのデジタル分野における分野別計画
・「官民データ活用推進基本法（平成２８年法律第１０３号）」に基づく「都道府県官民データ活用推進計画」
・総務省「自治体デジタル・トランスフォーメーション（ＤＸ）推進計画」、「自治体ＤＸ全体手順書」に基づく
「全体方針」

２．計画の位置づけ・期間

３

〇計画の期間
策定後～２０２６年度（令和８年度）まで

本計画をみえ元気プランのデジタル分野における分野別計画として位置づけるため、本計画の終期を
みえ元気プランの終期と同じ2026年度（令和８年度）とします。
なお、社会情勢の変化やデジタル技術の進展、国の動向等もふまえ、計画期間中でも必要に応じて、内
容の見直しを柔軟に行います。

※本県では、ＩＣＴ、ＩｏＴ等の情報通信技術及びデータの活用に関する取組方針として令和
２年３月に「みえＩＣＴ・データサイエンス推進構想」を定めていますが、改定後の本計画で
は、同構想の内容も取り入れ、「みえのデジタル社会形成に向けた戦略計画（仮称）」とし
て統合します。



〇地勢
・東西約80km、南北約170kmの細長い県土。
・北部地域は商工業が盛んな地域であり、 南部は伊勢志摩国立公園や世界遺産熊野古道
等の地域資源を有し、都市的機能と豊かな自然とのバランスが取れた地域。

３．三重県を取り巻く情勢

４

○産業
・農業 耕地の７６％を占める水田が基幹。

北勢・南勢地域では茶、紀南地域ではかんきつ類が重要な作物。
・林業 県土の６４％を占める森林において、スギ、ヒノキを中心とした木材を生産。
・水産業 豊かな漁場に恵まれ、水産業は全国有数の生産量を誇る。

・経済活動別生産額に占める製造業の割合が３割以上で、全国平均に比べ高い値と
なっており、全国有数の工業地域である。
・製造品出荷額は約10兆7,173億円であり、 全国9位と高い数値（令和元年度）。
・業種別では、輸送用機械器具（全国7位）、電子部品・デバイス・電子回路（全国１位）、
化学工業（全国10位）の３業種で全業種の半分以上を占める。

きれいな海と川、
根付く文化

中山間地
離島

幅広い産業
製造業や一次産業、

観光業まで！



○人口の推移
・県内人口は平成１７（２００５）年頃
をピークに減少。
・平成２７（２０１５）年から令和２
（２０２０）年にかけて県内人口は
約４万６千人減少。

○合計特殊出生率の推移
・令和３年の合計特殊出生率
（１．４３）は全国値（１．３０）より
は高いものの、近年低下している。

○転出超過数の推移
・転出超過数は増加傾向。
・転出超過数に占める若者の割合
は約８割と大きい。特に２０～２４
歳の女性の転出が多い。

３．三重県を取り巻く情勢

５

〇人口（今後の見込み）
・高齢化を伴いながら、人口減少が一層加速することが予測される。
・生産年齢人口も減少の一途を辿ることが予想され、経済活動への影響も懸念される。

細長い県土、６つの有人離島を持つ本県においては、人口減少・少子高齢化、行政ニーズの多様化・複雑化
が進む中で、交通、観光、防災、生活等の分野で、移動手段の確保、大規模災害のリスク、働く場所の確保、
地域の活性化といった様々な地域課題が顕在化



４．計画策定以降のデジタル社会をめぐる動き、課題

〇国の動向
国においては、デジタル庁の設置、デジタル田園都市国家構想基本方針の策定など、デジタルを地方が
抱える社会課題を解決する鍵と考え、デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）の積極的な推進を図って
います。

Ｒ２．１２ デジタル社会の実現に向けた改革の基本方針閣議決定
（デジタルの活用により、一人ひとりのニーズに合ったサービスを選ぶことができ、多様な幸
せが実現できる社会）

Ｒ３． ５ デジタル社会形成基本法（令和３年法律第３５号）成立
Ｒ３． ９ デジタル庁設置
Ｒ３．１１ デジタル田園都市国家構想会議実現会議、

デジタル臨時行政調査会設置
Ｒ４． ６ デジタル社会の実現に向けた重点計画閣議決定

デジタル田園都市国家構想基本方針閣議決定

ʿ ͎ᵕДЅЌи ה ◕⁯ᴪ  ᾝᵓṳם
ˢ ͏ ͍͎Ὦ͎͔ ˣДЅЌи Ɫ ６



〇コロナ禍で顕在化したデジタルをめぐる課題

４．計画策定以降のデジタル社会をめぐる動き、課題

７

ᴲ ╔ᴲ═ ᶍ ᶊᵩᵰᶪḏḀḇḳּטᶗᶍ ꞌ ・行政手続等においてオンラインの活用等ができていない。

ḏᴻḇᶊ ᵶᵾ ∏ᶍ ・県、市町、民間事業者が保有するデータの活用ができていない。

ᶍ ・デジタル技術・データ活用に関する知識やスキルを有した人材がいない。

〇新たなデジタル技術の活用

·ᶉ ᶆᶍḏḀḇḳ ᶍ

・スマートフォンの普及や５Ｇの供用開始などの情報通信ネットワー
クの整備。
・国における 「ブロックチェーン技術を基盤とするＮＦＴの利用等のＷ
ｅｂ3.0の推進に向けた環境整備」についての検討。

デジタルの実装を進めることで、地域課題の解決へ
・ＡＩやＩｏＴなどの技術の進展は日進月歩であり、新たな技術の活用によっ
て地域課題・社会課題の解決を図る可能性が生まれる。
・新しい視点・発想のもと、地方からデジタルの実装を進め、誰もが住みた
い場所に住み続けられる三重県を実現するチャンスが到来している。

～地方からデジタルの実装を進め、地方と都市の差を縮めていく～



デジタル化による生産性の向上や効率化だけに着目するのではなく、生
産性の向上等により、県民の皆さんの時間や気持ちに余裕が生まれ、自
己実現が図られることで、幸福実感が向上することをめざす、みんなの
想いを実現する「あったかいＤＸ」を基本理念に据えて、取組を進めます。

みんなの想いを実現する「あったかいＤＸ」
ＤＸによって、県民の皆さんの時間や気持ちに余裕が生まれることで、自己実現が図られ、幸福実感が向上

〇基本理念

５．基本理念、デジタル社会形成の前提条件

DX・・・三重県ではDXを「デジタルを活用することにより、時間短縮や付加価値の向上を実現し、
暮らしやしごとをより良いものにすること」と考えています。

ᶞᶲᶉᵫ ᶨᵶᶣᵸᵣᵆ ᶉ ᵇ
ḀᶼḻḈᴻ ᶱ ᶲᵿḈᶹḘᴻ᷿Ḏᶸ֩ ò֪ ᶹḻ᷄ḳᴻḀḯḻ֩ ֪H᷊ḁḎᶸḒḛḲḎᶸ֩ סּ ֪

〇デジタル社会形成の前提条件

三重県がめざす姿を実現するためには、デジタル社会を形成する前提として、みんなが暮らしやすい
「寛容な社会」、「持続性を持った社会」であることが必要です。多様な人々や地域が抱える課題に寄り
添い、デジタルによってその課題を解決していく取組を進めていく必要があります。

８



誰もが住みたい場所に住み続けられる三重県
～デジタル社会の推進により、県民それぞれの「心豊かな暮らし」と「持続可能な地域社会」が実現されている三重県～

６．三重県がめざす社会

９

デジタル社会の恩恵は、積極的な人、不慣れな人、不安を抱えている人など、誰もが受けることができる
ものであるべきと考えます。
そこで、三重県では、「デジタルが社会に浸透することによって、誰もが、直接的、間接的にデジタルの恩
恵を受けることができる社会」をデジタル社会ととらえ、その形成を推進します。
デジタル社会の形成により、県民の皆さんの時間や気持ちに余裕が生まれ、自己実現を図ることで、「心
豊かな暮らし」と「持続可能な地域社会」が実現されている三重県をめざします。

本計画では、人々の生活の中心となる

「暮らし」、暮らしを支える「しごと」、
そして社会を支える「行政」の３つの分
野に区分して取組を進めます。
それぞれの分野においてめざす姿、基
本方針を掲げて取組を進め、右に掲げ
る好循環のループを実現することで、加
速度的にデジタル社会が形成されるこ
とをめざします。

〇めざす姿

ᵪᶉ
ᶨᵶ

סּ ᶉ
╓

ᶞᵾᵣ ᶊ
ᶞ ᵰᶨᶫᶪ

ᵡᶂᵾᵪᵣ
DX

ᶨᵶ

ᵶᵳᶇ

ᶍDX ᶱ ḏḀḇḳ ᶍ ᶗ ḏḀḇḳ ᶍᵆᶠᵵᵸ ᵇ

ᶞᵧᶍḏḀḇḳ ᶍ



６．三重県がめざす社会

防災、教育、社会インフラなどあらゆる分野においてデジタル化が進むことにより、県民一人ひとりのニー
ズに応じたサービスが提供されるとともに、心豊かな生活を実感できる暮らしが実現しています。

ᶨᵶֹ ╗ ᶑᶇᶩᵫ ᶆ ᵪᶉ ᶱ ᶆᵬᶪ ᶨᵶᶍ

֩ ֪ ᶉ ᵫ ᶩ ᶟ ᶍ ⱱ
（取組概要） ・防災対策やＩＣＴを活用した教育の推進

・社会インフラの維持への活用、インターネット上の人権侵害の防止、消費者教育など安全、安心の確保の取組を推進
・交通空白地等における移動手段の確保、健康づくりや相談体制の充実などの取組を推進
・デジタルデバイドの解消に向けた取組を推進

デジタル技術を活用した新たな事業が創出されることにより、社会課題や地域課題の解決が図られるとと
もに、多様な働く場の創出や地域の活性化が図られています。

ᵶᵳᶇֹ ᶍ ᶣ ᴴ↨ ᶍ ᶊᶧᶪᴲ סּ ᶉ ᶍ

֩ ֪ ᶊᶧᶪ ᶍ ᴲטּ ᵶᵣḛḀḕḁᶍ
（取組概要） ・観光や一次産業におけるDXの促進

・スタートアップの創出や空の移動革命の推進、ヘルスケア分野における新規事業の創出
・デジタルの活用による働き方改革の推進やDX人材の確保・育成

ֹ ᶍ ᵴᶲᶍ ᶍ ᶣ ᶉ ᶍ ᶊ ᶂᵾ ᷊ᴻḛḁᶍ

スマートフォン等の利用を通じた行政手続のデジタル化をはじめ、行政が保有するデータを活用した政策
立案やサービスが創出されことで、県民の皆さんの利便性が向上しています。

֩ ֪ḏḀḇḳ ᶱ ᵶᵾ ᷊ᴻḛḁᶍ
（取組概要） ・行政手続のデジタル化の推進やデータの活用による行政課題の解決

・行政における業務プロセス改革や働き方改革の推進、DX人材の育成
・市町DXの促進 10

〇取組分野のめざす姿、取組方針



７．推進にあたっての視点

セキュリティ、個人情報保護等の不安
や事故、災害のリスクの低減等、安全、
安心、強じんの視点

デジタルならではのスピード感を生かし、
新たな技術を柔軟に取り入れ、県民の
ニーズや社会状況の変化に対応するな
ど迅速・柔軟・継続の視点

デジタルに対する不安を軽減するととも
に、デジタルに対する感情にかかわらず
誰もが恩恵を受けられる社会の構築等
に向けたオープン、透明、公平の視点

日本の縮図とも言える県内の多様な地域が抱
える社会課題を解決し、新たな価値の創造とな
るイノベーションの促進を図る視点

11

誰もがデジタルを活用できるよう、県民の視点
に立つことを追求することにより、行政が行う
サービス全体を根本から見直し、優れたサービ
ス体験を実現し続けるという視点

本計画の推進、デジタル社会の実現にあたっては、以下の５つの視点を持って、各分野における取組を進めます。

オープン・透明・公平

安全・安心・強じん 社会課題の解決・新たな価値の創造

ユーザー視点迅速・柔軟・継続



県民一人ひとりが健康で心豊かな
生活を実感できる暮らしの実現

８．本計画の枠組

⑤ユーザー視点①オープン・透明・公平

各分野におけるめざす姿

暮らしのＤＸ しごとのＤＸ

新事業の創出や生産性・安全性等の
向上による、持続可能な産業の実現

県民の皆さんの利便性の向上や多
様な利用者の目線に立った行政
サービスの実現

移動
手段

防災
安全
安心

デジタル
デバイド

観光

働き方教育
人材
育成

産業
支援

人材
育成

行政
手続

基盤
整備 データ

業務
改革

市町
ＤＸ

相談
体制

健康 新産業

建設農林
水産

産学官

デジタル
改革

行政のＤＸ

ᶍDX

ḏḀḇḳ ᶞᶲᶉᵫ ᶨᵶᶣᵸᵣᵆ ᶉ ᵇ
ḀᶼḻḈᴻ ᶱ ᶲᵿḈᶹḘᴻ᷿Ḏᶸ֩ ò֪ ᶹḻ᷄ḳᴻḀḯḻ֩ ֪H᷊ ḁḎᶸḒḛḲḎᶸ֩ סּ ֪

みんなの想いを実現する「あったかいＤＸ」
DXによって、県民の皆さんの時間や気持ちに余裕が生まれることで、自己実現が図られ、幸福実感が向上

誰もが住みたい場所に住み続けられる三重県
～デジタル社会の推進により、県民それぞれの「心豊かな暮らし」と「持続可能な地域社会」が実現されている三重県～

めざす姿

基本理念

④迅速・柔軟・継続②安全・安心・強じん ③社会課題の解決・新たな価値の創造

ＤＸの推進にあたっての視点

12



９．本計画の取組方向一覧

暮らしのＤＸ
（Ｐ１４～２7）

しごとのＤＸ
（Ｐ２8～４3）

１【デジタルを活用した防災対策】
２【デジタルを活用した安全・安心の確保】
３【誰もが安心して利用できる環境の整備】
４【デジタルを活用した健康づくり】
５【交通空白地等における移動手段の確保】
６【デジタルデバイド対策】
７【デジタルを活用した相談体制の充実】
８【ICT を活用した教育の推進】

１【観光におけるＤＸ】
２【スマート農業・林業・水産業のＤＸの推進】 ỏợ
３【建設ＤＸの推進】 ỏợ
４【新産業の創出】
５【産業の支援】
６【産学官連携でのDXの推進】
７【ＤＸ人材の確保・育成】
８【多様で柔軟な働き方改革の推進】 ICT

１【行政手続のデジタル化】
２【ＤＸ人材の育成】
３【情報通信基盤の整備・運用と情報セキュリティ対策】
４【データ連携・利活用】
５【デジタルコミュニケーションの推進等による

デジタル改革の推進】
６【業務プロセル改革】
７【市町ＤＸの促進】

13

行政のＤＸ
（Ｐ44～５4）



具体的な取組

１－１ デジタルを活用した防災対策 防災対策部

目標値（2026 年）又は実施スケジュール現状値（2022 年）取組内容/ 目標項目

□防災みえ.jp のホームページへのアクセス数 3,375 千件3,215

ẇAI
ẇ

HP
ẇ

ẇ

ẇ

○めざす姿

○現状と課題

○取組概要

１０．暮らしのＤＸ

14



具体的な取組

１－2－１ デジタルを活用した安全・安心の確保 県土整備部

ẇ

ẇ
ẇAI

○めざす姿
ṕ Ṗ

○現状と課題

ICT

○取組概要

ICT AI

10．暮らしのＤＸ

15

目標値（2026 年）又は実施スケジュール現状値（2022 年）取組内容/ 目標項目

□インフラメンテナンスの効率化

□被災箇所を早期発見し、初動を迅速化する体制の
構築

道路・河川の重点監視箇所における画像情報の
集中監視体制の完成

路面標示劣化検知システム本運用中

簡易型河川監視カメラ 道路状況の常時モニタリング AI 路面標示劣化検知システム



具体的な取組

１－2－２ デジタルを活用した安全・安心の確保 企業庁

目標値（2026 年）又は実施スケジュール取組内容/ 目標項目

□施設管理の高度化による
「予防保全型維持管理」の
推進

R3~4
ṕ

Ṗ

ẇ
ẇ

○めざす姿
ṕ Ṗ

○現状と課題

○取組概要

R5~6
ṕ

Ṗ

R7
R8~

１０．暮らしのＤＸ

16



具体的な取組

１－2－３ デジタルを活用した安全・安心の確保 子ども・福祉部

ẇ

ẇAI

ẇ
ẇ

○めざす姿
ṕ Ṗ

○現状と課題
2,000 DV

○取組概要
AI

１０．暮らしのＤＸ

17

目標値（2026 年）又は実施スケジュール現状値（2022 年）取組内容/ 目標項目

□児童虐待により死亡した児童数 0人0



具体的な取組

１－2－４ デジタルを活用した安全・安心の確保 警察本部

目標値（2026 年）又は実施スケジュール現状値（2022 年）取組内容/ 目標項目

□調整中

ẇSNS

ẇ

ẇ AI

ẇ

○めざす姿
SNS

AI

○現状と課題
SNS

AI

○取組概要

１０．暮らしのＤＸ

18



具体的な取組

１－3 誰もが安心して利用できる環境の整備 環境生活部

目標値（2026 年）又は実施スケジュール現状値（2022 年）取組内容/ 目標項目

□インターネット人権モニター事業
インターネット上の差別事象のモニタリング・削除依頼

（現状値【削除件数】661 件）

ẇ

ẇ
ṕ Ṗ

○めざす姿
ṕ Ṗ
ṕ Ṗ

○現状と課題
SNS

ṕ Ṗ
AI

○取組概要

SNS

１０．暮らしのＤＸ

□消費生活トラブルにあったときに消費生活相談を利用
するとした人の割合

78.3Ṿ 83.3 ％

19



具体的な取組

１－4 デジタルを活用した健康づくり 医療保健部

目標値（2026 年）又は実施スケジュール現状値（2022 年）取組内容/ 目標項目

□三重とこわか健康マイレージ事業への参加者 10,000 人5,240

ẇ

○めざす姿

ṕẑṖ
ẑ NPO

○現状と課題
100

○取組概要

ẑ

10．暮らしのＤＸ

20



具体的な取組

１－5 交通空白地等における移動手段の確保 地域連携部

目標値（2026 年）又は実施スケジュール現状値（2022 年）取組内容/ 目標項目

□新たな移動手段の確保に向けて取り組んだ件数
（累計）

10 件Ṩ

ẇ

○めざす姿

○現状と課題

○取組概要

10．暮らしのＤＸ

21

ẑ



具体的な取組

１－6 デジタルデバイド対策 デジタル社会推進局

目標値（2026 年）又は実施スケジュール現状値（2022 年）取組内容/ 目標項目

□通信事業者等へのアセット情報の提供

ẇ

ẇ ṕ Ṗ

○めざす姿
5G

○現状と課題

○取組概要

ệG

１０．暮らしのＤＸ

22



具体的な取組

１－７ デジタルを活用した相談体制の充実 医療保健部 子ども・福祉部環境生活部 教育委員会事務局

目標値（2026 年）又は実施スケジュール現状値（2022 年）取組内容

□DV・妊娠SOS・性暴力SNS相談体制の構築 リスティング・ディスプレイ広告、QRコード誘導でより身近な相談窓口に

ẇ SNS

○めざす姿
DV

○現状と課題

SNS

○取組概要

１０．暮らしのＤＸ

23



具体的な取組

１－８－１ ICT を活用した教育の推進～授業の改善～ 教育委員会事務局

１０．暮らしのＤＸ

○めざす姿
ể ể

○現状と課題
Ễ ỗỌộ ICT ể ể

ễ Ệ

○取組概要
ICT

ể ể

目標値（2026 年）又は実施スケジュール現状値（2022 年）

□１人１台端末を効果的に活用して指導できる
教職員の割合

100 ％77.9Ṿ

ẇ

ẇICT
STEAM

ẇ

ẇ ICT

ẇ

取組内容/ 目標項目

24



具体的な取組

１－８－２ ICT を活用した教育の推進～学校の枠を超えた学び～ 教育委員会事務局

１０．暮らしのＤＸ

ẇ

ẇ

ẇ

ẇ

○めざす姿
Ṅ

○現状と課題

ể ể ICT

○取組概要

取組内容/ 目標項目 目標値（2026 年）又は実施スケジュール現状値（2022 年）

□学校ICT 環境の維持・向上 新たなデジタル技術に応じた環境整備 25



１－８－３ ICT を活用した教育の推進 ～デジタル社会で活躍する力の育成～教育委員会事務局

１０．暮らしのＤＸ

○めざす姿

○現状と課題
ICT

Ṅ Ṅ

ICT
ICT

○取組概要

ṕ Ṗ
AI

ICT

具体的な取組
ẇ

ẇ

ẇ

ẇ

取組内容/ 目標項目 目標値（2026 年）又は実施スケジュール現状値（2022 年）

□学校ICT 環境の維持・向上（再掲） 新たなデジタル技術に応じた環境整備 26



具体的な取組

取組内容/ 目標項目

１－８－４ ICT を活用した教育の推進 ～校務の情報化と環境整備～ 教育委員会事務局

目標値（2026 年）又は実施スケジュール現状値（2022 年）

□学校ICT 環境の維持・向上（再掲）

１０．暮らしのＤＸ

新たなデジタル技術に応じた環境整備

ẇ

ẇ

ẇ

○めざす姿
ICT

○現状と課題

Ṅ ICT
ICT ICT

○取組概要
ỔỎở

ICT ể ể

27



具体的な取組

２－１ 観光におけるDX 雇用経済部観光局

目標値（2026 年）又は実施スケジュール現状値（2022 年）取組内容/ 目標項目

□戦略的な観光マーケティング

ẇ

ẇ

ẇ DMO( )

○めざす姿

○現状と課題

DX

○取組概要
DX DMOṕ Ṗ

データ分析、旅行ニーズに合わせた情報発信、人材育成

１１．しごとのＤＸ

28



具体的な取組

２－２ スマート農業・林業・水産業のDXの推進 農林水産部

目標値（2026 年）又は実施スケジュール現状値（2022 年）取組内容/ 目標項目

□スマート技術の現場実装

ẇ

ẇ

ẇ

ẇ AI ICT

○めざす姿
AI ICT

○現状と課題

○取組概要

スマート技術の導入による作業の省力化や生産性の向上の推進

１１．しごとのＤＸ

29

ṇṇ



具体的な取組

２－３ 建設DXの推進 県土整備部

目標値（2026 年）又は実施スケジュール現状値（2022 年）取組内容/ 目標項目

□ICT 活用工事（土工）の実施率 100 ％65%

ẇICT

○めざす姿
ICT DX

○現状と課題

3

○取組概要
ICT

ẑICT ṕ Ṗ
ICT

１１．しごとのＤＸ

30

ＩＣＴ建機施工状況ドローンによる起工測量



具体的な取組

２－４－１ 新産業の創出 デジタル社会推進局

目標値（2026 年）又は実施スケジュール現状値（2022 年）取組内容/ 目標項目

□DXや改革的な技術、サービスを活用した先進的な
取組を行う事業者等への支援

91 件26

ẇ

ẇ

ẇ

○めざす姿

○現状と課題

ṕ Ṗ

○取組概要

ẑDX

１１．しごとのＤＸ

31
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具体的な取組

２－４－２ 新産業の創出 デジタル社会推進局

目標値（2026 年）又は実施スケジュール現状値（2022 年）取組内容/ 目標項目

□DXや改革的な技術、サービスを活用した先進的な
取組を行う事業者等への支援（再掲）

91 件26

ẇ

ẇ

○めざす姿
Ṅ

○現状と課題

○取組概要

ẑDX

１１．しごとのＤＸ

32



具体的な取組

２－４－３ 新産業の創出 医療保健部

目標値（2026 年）又は実施スケジュール現状値（2022 年）取組内容/ 目標項目

□ヘルスケア分野のデータ、デジタル技術を活用した
実証、研究開発件数（累計）

15 件5

ẇ

ẇ

○めざす姿

○現状と課題

○取組概要

ICT

１１．しごとのＤＸ

33



具体的な取組

２－５－１ 産業の支援 環境生活部

目標値（2026 年）又は実施スケジュール現状値（2022 年）取組内容/ 目標項目

□ICT を導入し成果につながった
廃棄物処理業者等の割合

ẇ

ICT

ẇ

○めざす姿
DX

○現状と課題
ICT 3 70.9Ṿ ICT

○取組概要
ICT

１１．しごとのＤＸ

34

80 ％※2025 実績70.9Ṿ ẑ2021



具体的な取組

２－５－２ 産業の支援 雇用経済部

目標値（2026 年）又は実施スケジュール現状値（2022 年）取組内容/ 目標項目

□三重県版経営向上計画や経営革新計画の認定を
受けた件数（累計）

9,600 件6,726

ẇ

ẇDX

○めざす姿

○現状と課題
99.8Ṿ

○取組概要
DX

１１．しごとのＤＸ
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具体的な取組

２－５－３ 産業の支援 雇用経済部

目標値（2026 年）又は実施スケジュール現状値（2022 年）取組内容/ 目標項目

□新エネルギーの導入量（累計） 79.2 万世帯
※新エネルギービジョン改定により見直し予定（R5.3 ）

76.Ệ

ẇ

○めざす姿
2050

○現状と課題
IoT AI

○取組概要

１１．しごとのＤＸ

36 



具体的な取組

２－６－１ 産学官連携でのDXの推進 デジタル社会推進局

目標値（2026 年）又は実施スケジュール現状値（2022 年）取組内容/ 目標項目

□産学官が連携して取り組んだプロジェクト支援数
（累計）

9件5

ẇ ICT

○めざす姿
DX
DX

○現状と課題
DX DX 8

DX
DX

○取組概要
DX ICT DX

ẑ

１１．しごとのＤＸ
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具体的な取組

２－６－２ 産学官連携でのDXの推進 県警本部

目標値（2026 年）又は実施スケジュール現状値（2022 年）取組内容

□産学官が連携したサイバーセキュリティに関する情報
共有、情報発信及び啓発活動の推進

ẇ

○めざす姿

○現状と課題

○取組概要

企業のセキュリティ意識の向上、対策の促進

１１．しごとのＤＸ
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具体的な取組

２－７－１ DX人材の確保・育成 デジタル社会推進局

目標値（2026 年）又は実施スケジュール現状値（2022 年）取組内容/ 目標項目

□DXに取り組む県民の皆さんや県内事業者等への
支援に対する貢献度

90.0 ％以上90.0Ṿ

ẇ DX
ẇ

○めざす姿
DX

DX ṕ Ṗ

○現状と課題
DX

○取組概要
DX DX

ẑ

１１．しごとのＤＸ
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具体的な取組

２－７－２ DX人材の確保・育成 雇用経済部

目標値（2026 年）又は実施スケジュール現状値（2022 年）取組内容/ 目標項目

□産業デジタル人材の育成・確保のための
講座等の実施

ẇDX

○めざす姿
DX DX DX

DX DX

○現状と課題
AI Io T

○取組概要
DX

１１．しごとのＤＸ

40

123 369 名

ẑ ṕ Ṗ



具体的な取組

２－７－３ DX人材の確保・育成 雇用経済部

目標値（2026 年）又は実施スケジュール現状値（2022 年）取組内容/ 目標項目

□公共職業訓練 590 名516

ẇDX

ẇ IT

○めざす姿

○現状と課題
Io T

○取組概要
IT

ẑ ṕ Ṗ

１１．しごとのＤＸ
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具体的な取組

２－８－１ 多様で柔軟な働き方の推進 医療保健部

目標値（2026 年）又は実施スケジュール現状値（2022 年）取組内容/ 目標項目

□介護ロボット導入支援の補助事業所数（累計）

□ICT 導入支援の補助事業所数（累計） 541 事業所271

ẇICT

○めざす姿
ICT

○現状と課題

ICT

○取組概要
ICT

315 事業所125

１１．しごとのＤＸ
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具体的な取組

２－８－２ 多様で柔軟な働き方の推進 雇用経済部

目標値（2026 年）又は実施スケジュール現状値（2022 年）取組内容/ 目標項目

□働き方改革総合推進事業 92.1 %86.1%

ẇ
ẇ

ẇ

○めざす姿

○現状と課題

○取組概要

ẑ

１１．しごとのＤＸ

43



具体的な取組

３－１ 行政手続のデジタル化 デジタル社会推進局

目標値（2026 年）又は実施スケジュール現状値（2022 年）取組内容/ 目標項目

□デジタル化した県独自の行政手続の割合 100 ％39Ṿṕ2021 Ṗ

○めざす姿

○現状と課題

○取組概要

ẑ 100
75 ṕ Ṗ

ṕ Ṗ

１２．行政のＤＸ

44

ẇ 75 ẑ

ṕ 11 Ṗ R6

ẇ R8

ẇ



具体的な取組

３－2－１ DX人材の育成 デジタル社会推進局

目標値（2026 年）又は実施スケジュール現状値（2022 年）取組内容/ 目標項目

□ＤＸ推進スペシャリストが参画した業務改善等
の取組

100 取組10

ẇDX DX
DX

ẇ

ẇ DX

○めざす姿
DX DX ṕ ḵ ḵ ḵṖ

○現状と課題
DX DX

○取組概要
DX

ễ

ẑ DX DX
DX

１２．行政のＤＸ
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具体的な取組

３－2－２ DX人材の育成 県警本部

目標値（2026 年）又は実施スケジュール現状値（2022 年）取組内容/ 目標項目

□調整中

ẇ IT

ẇ

ẇ

ẇe

○めざす姿
Ổở

Ừ

○現状と課題

Ừ

○取組概要
IT

e

１２．行政のＤＸ
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具体的な取組

３－3－１ 情報通信基盤の整備・運用と情報セキュリティ対策 デジタル社会推進局

ẇ
ễ DX

ẇ
ẇ

○めざす姿
DX

○現状と課題

○取組概要
DX

目標値（2026 年）又は実施スケジュール現状値（2022 年）取組内容/ 目標項目

□DX推進基盤（データ活用基盤）を利用した
データ活用プロジェクトの件数（累計）

12 件-

ẑ 4 DX

□職員に対する研修や訓練の開催数 ４回Ệ

ẑ ( 4 )

１２．行政のＤＸ

47



具体的な取組

３－3－２ 情報通信基盤の整備・運用と情報セキュリティ対策 県警本部

目標値（2026 年）又は実施スケジュール現状値（2022 年）取組内容/ 目標項目

□ネットワークの高速化

ẇ

○めざす姿

○現状と課題
IT

○取組概要

１２．行政のＤＸ
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2024 度中に高速化予定



具体的な取組

３－4 データ連携・利活用 デジタル社会推進局

目標値（2026 年）又は実施スケジュール現状値（2022 年）取組内容/ 目標項目

□DX推進基盤（データ活用基盤）を利用した
データ活用プロジェクトの件数（累計）

12 件-

ẇ

ẇ ṕ
Ṗ

ẇ ṕ Ṗ

○めざす姿

○現状と課題

○取組概要

ẑ 4 DX ṕ Ṗ

１２．行政のＤＸ
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具体的な取組

３－5 デジタルコミュニケーションの推進等によるデジタル改革の推進 デジタル社会推進局

目標値（2026 年）又は実施スケジュール現状値（2022 年）取組内容/ 目標項目

□デジタルコミュニケーションが定着していると感じる
職員の割合

80 ％35.8Ṿ

ẇ

ẇ WEB

ẇRPA AI -OCR

○めざす姿
DX

○現状と課題

DX

○取組概要

ẑ Web

１２．行政のＤＸ
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具体的な取組

３－6－１ 業務プロセス改革 県警本部

目標値（2026 年）又は実施スケジュール現状値（2022 年）取組内容/ 目標項目

□人事記録カードのデジタル化 2022 年度中にシステム運用開始

ẇ

ẇ IT

○めざす姿

○現状と課題

○取組概要

１２．行政のＤＸ
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具体的な取組

３－6－２ 業務プロセス改革 戦略企画部・総務部

目標値（2026 年）又は実施スケジュール現状値（2022 年）取組内容/ 目標項目

□県政情報（電子版）の提供媒体数 10 媒体5

ẇ
ẇ

○めざす姿
ṕ Ṗ
ṕ Ṗ

○現状と課題
ICT

○取組概要

１２．行政のＤＸ

□県税の納税環境の整備

52

令和5年度から共通納税システムの対象税目に自動車税種別割を追加



具体的な取組

３－6－３ 業務プロセス改革 病院事業庁

ẇ
ẇ
ẇ

○めざす姿

○現状と課題

ṕ Ṗ

○取組概要

１２．行政のＤＸ
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目標値（2026 年）又は実施スケジュール現状値（2022 年）取組内容/ 目標項目

□マイナンバー健康保険証利用促進

□医療情報セキュリティ対策
Ḳ

□セミナーや研修会のオンライン開催推進
目的・内容やニーズをふまえたオンライン開催の推進および

参加者拡大に向けた関係機関との連携

Ḳ



具体的な取組

３－７ 市町ＤＸの促進 デジタル社会推進局

目標値（2026 年）又は実施スケジュール現状値（2022 年）取組内容/ 目標項目

□市町DXの促進に向けた市町との連携による
取組数（累計）

57 取組7

ẇ

ẇ

○めざす姿
ỏX

DX

○現状と課題

○取組概要
DX DX

ẑ DX DX

１２．行政のＤＸ
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本計画において「暮らし」、「しごと」、「行政」の３つの分野に区分して、それぞれの分野でめざす姿、基本方針を掲げて取組を進めていくことで
令和４年３月に策定した「三重県 デジタル社会の未来像」において掲げた「未来の三重のありたい姿」にもつながっていきます。

֯ ᶍ ᵴᶲᶇ

֯ ᶍ ᵴᶲᶍ

三重県 デジタル社会の未来像

移動
手段

働き方

教育

人材
育成

人材
育成

行政
手続

健康
自分が本当にやりたい
ことに時間があてられ
るようにしたい！

住む場所や生活の仕方
を好きに選びたい

仮想空間ならではの新
しい事がしたい

歳をとっても若々しく、
趣味や好きなことをし
て人生を謳歌したい！

色々な人や場所がつな
がって距離を感じなく
なることで、寂しさが
なくなるといいな

県民の想い（抜粋） ◇一人ひとりが心ゆたかな暮らし（ウェルビーイング）

◇行政サービス100％デジタル化

◇都市に負けない利便性と可能性

◇ライフとワークの双方におけるDX

県民の想い（抜粋）

AIとうまく共生した
い！

デジタルを使いこなし
ながら自分の目指す生
き方がしたい！

価値観の違う人にも寛
容な地域になって、
もっと色んな人に来て
ほしい

より多くの人と交流し
たい。同時翻訳で海外
の人の意見も聞きたい

ITは「学ぶもの」だけ
ど、DXは「自然と触れ
ていくもの」だと思う

◇デジタル社会への適応を牽引するDX人材

◇行政サービス利用者の体験価値の向上とデジタル格差の抑止

◇デジタル社会への適応に向けた学び直し

相談
体制

デジタル
デバイド

１3．「三重県 デジタル社会の未来像」との関連性
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֯ ᶍ

֯ ᶍ

三重県 デジタル社会の未来像

防災

安全
安心

産業
支援

基盤
整備

データ

市町
支援

新産業

建設農林
水産

産学官

業務
改革感染症拡大や自然災害

があっても生活様式が
変わらなくて済む仕組
みになっていてほしい

子育て、老後に限らず、
自分の生活に希望が持
てる未来が良い！

AIやモビリティの発達
で生活に余裕が出来る
と、他の人にも目を向
けられそう！

高齢化社会のようなど
んよりした未来は嫌

市町の差がなくなり、
県として一体感をもち
たい

◇徹底的なオープンデータ化

◇デジタルツインとデータ連携基盤（都市OS）

◇県外スタートアップ企業と県内スタートアップ企業

◇利便性の向上と安全安心の両立

三重LOVEな人だらけ
で幸福を互いにつくる
ようなまちにしたい

三重県がDXをやってて
よかったと思えるよう
になっていてほしい

個性があって、旅行先、
働く先、取引先、移住
先、投資先に選ばれる
未来が良い

三重県に住み続ける意
味の一つとして三重県
らしさを残したい！

三重県にいるから感じ
るアドバンテージとい
うのを作りたい！

◇国際的な地域間競争に勝てる魅力

◇県全域で快適なデジタルインフラ 基盤
整備

観光

◇ DXによる地域の変化や成果が実感できる情報発信
デジタル

改革

１３．「三重県 デジタル社会の未来像」との関連性

56

県民の想い（抜粋）

県民の想い（抜粋）



１４．推進体制及び進捗管理

（１）庁内における推進体制・進捗管理
・本県のデジタル社会のめざす姿に向けて、知事を本部長とする 「三重県行財政改革・デジタル戦略推進
本部」において、本計画の取組を推進。

・各取組の進捗状況については、年度ごとに取りまとめ、同推進本部において報告を行い、進捗管理。

・社会情勢の変化やデジタル社会を取り巻く状況は日々変化していることから、取組内容については柔軟
に見直しを進める。

（２）連携体制
本計画のそれぞれの分野における取組を進めるにあたっては、ＤＸを推進するためのワンストップの相談
窓口として設置した「みえＤＸセンター」をはじめ、「みえＤＸボード」、「みえＩＣＴ・データサイエンス推進協議
会」、「三重県・市町ＤＸ推進協議会」などとも連携を図る。
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暮らしのDX

しごとのDX

行政のDX

＜各分野の取組＞



みえのデジタル社会の形成に向けた戦略推進計画（仮称）（中間案）

令和４年（２０２２年）９月
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